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高温超伝導体 Bi2Sr2CaCu2O8+δ (Bi2212)の固有ジョセフソン接合系をメサ状に加工し直流電圧を印加

することにより、交流ジョセフソン効果と空洞共振効果によってテラヘルツ帯域の電磁波を発生させ

ることができ[1]、単一の素子から数十 µWレベルの発振が確認されている[2]。近年、従来型メサ構造

素子のメサ下部に存在する熱伝導度の低い超伝導体の基盤を取り除くことで除熱性を高めた単独メサ

構造素子の開発が進められ、2.4 THz にまで発振周波数を拡張することに成功している[3]。単独メサ構

造素子の作製には、フォトレジストを用いるドライエッチングでは Bi2212 結晶を単独メサ状に加工す

ることが難しいため、これまで FIB[3]、あるいは金属マスクを用いるドライエッチング[4]が用いられ

てきた。しかしながら、加工の自由度を上げるにはフォトリソグラフィー技術が適しており、我々は

ウェットエッチングによる作製法の開発を進めてきた[5,6]。今回、作製工程やエッチング溶液を調整

することによって加工精度や発振強度の改善に成功したので報告する。 

測定試料は、サファイア基板上に銀ナノペーストで Bi2212 結

晶を接着し、形成されるメサの形状が幅 80 µm、長さ 400 µmに

なるようにフォトレジストによってマスクを形成した後、調製さ

れた塩酸と硝酸の混合液でエッチングすることにより作製した。

Fig.1 に測定した試料の光学写真を示す。厚さは AFM で測定し

2.3 µmであった。テラヘルツ波の発振の詳細は当日議論する。 
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Fig. 1. A photogragh of stand-alone 

mesas fabricated by the wet etching 

technique. 
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